
 

　学校だより
　　１１ インディアナ日本語学校
　　Ｎｏ３８（２月）  全校生　３１０人

　わたしは、おにいちゃんのしゅくだいをてつだいました。ねんどと小さい木をつか
いました。あと、ＬＥＧＯの人をはこの中にいれました。小さいはこでした。だから、
木がちょっとしかはいりませんでした。木をねんどでくっつけました。ＬＥＧＯの人
もねんどでくっつけました。かんたんでした。つぎも、おにいちゃんといっしょに
しゅくだいをやりたいです。
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　パンダの赤ちゃんは、生まれたとき、百グラムから二百グラムしかたいじゅうが
ありません。１か月で一キロぐらいになって、白とくろのもようがはっきりします。
でも、やせていておかあさんににていません。

　小学校生活の中で忘れられない出来事は数え切れないほどあります。その中でも一番忘
れられない出来事は、海外にひっこすことでした。ある日、父が真剣な顔をして、「１月からカ
ナダに転勤することになった」と言ったので、とてもびっくりしました。父には、「別にいけど」と
答えましたが、正直カナダに行くのはいやでした。なぜなら、友達や祖母と別れないといけな
いし、寒いし、今後どうすればいいのかという不安があったからです。友達にそのことを話す
と、「マジで」と言ってびっくりしていました、学校最後の日、みんなにもらった手紙の最後に
は全部、「がんばれよ」という一言が書いてあったので、とても勇気がわいてきました。その
時、またこの学校に戻りたいと思いました。日本を去る日、友達の家族が駅まで来てくれて、
とてもうれしかったです。カナダ生活が始まりました。カナダの風景は日本とちがい、かんば
んなども英語だったので目が回りそうでした。その一週間後学校に行きました。みんなが英
語でしゃべってきたけど理解できなく、先生がしゃべっていることも理解できなかったので、
頭がおかしくなりました。次の日、ぼくは母に、「学校に行きたくない」と言いました。しかし母
は、「行きなさい」と言ったので、しかたなく行きました。学校にもなじみ２年たったころ、父が
また、「アメリカに転勤することになった」と言いました。「またかよー」と答えましたが、今回は
あまり不安はありませんでした。なぜなら日常会話は出来るようになったし、海外生活にもな
れていたからです。友達と別れる時は少しさびしかったけど、いつか別れる時があると分かっ
ていたので、そんなに悲しくありませんでした。アメリカではカナダより早く友達がで出来たの
で、助けてもらったり助けたりしました。今はミドルスクールに入ってエレメンタリーより友達
が出来、楽しい生活を送っています。
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　ぼくは、「今、君たちに伝えたいこと」を読んで、音楽をするだけでいろんなことを助けられる
と思いました。なぜかというと、小澤征爾さんは音楽をしていたから、たいこが一番上手に
なったからです。そして、音楽をしたから、世界のあちこちに行って外国語を学ぶことができ
たからです。また音楽のおかげで、小澤さんはとてもいい指揮者になりました。この文章を読
んで、小澤さんは、「音楽をしたらいろいろなことができるよ」と、ぼくたちに伝えたかったんだ
と思います。みんなも音楽をしたらいいと思います。
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１　子どもを招待して頂いたこと
　○２２日に根岸英一先生の祝賀
　　会が行われ、本校の子ども８
　　人が、アイシンさんのご厚意で
　　招待されました。未来を子ども
　　に託す気持ちを頂きました。

２　本校のＨＰについて
　○ＨＰに、根岸先生の皿回しを
　　通しての、メセージを頂きまし
　　た。後日、掲載予定です。

　先日６年生の授業をした中で、子どもたちに日本人であることの根拠
のひとつを紹介しました。それは、数字を１から１０まで順番に言わせた
後、逆に１０から１までを言わせて、４と７だけが言い方が違うことに気づ
かせたのです。４は、「し」と「よん」で、７は、「しち」と「なな」になり、言っ
た本人も気づきません。この「よん」と「なな」という大和言葉が、気づか
ないうち今も残って続いているということは驚きです。今も使っている大
和言葉には、２０歳の「はたち」、３０日の「みそか」などがありますが、こ
れからも残っていくことを願っています。ちなみに、本人が気づかないで
日常使っている、「うん」が、もしかいたら、本当は大和言葉なんてこと
はないでしょうが、伝わる言葉は、奥ゆかしい響きにそったものが残っ
ていくといいですね。ひい、ふう、みい、よう、いつ、むう、なな、・・・


